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(57)【要約】
【課題】更なる空間の有効利用が可能な電気コネクタを
提供する。
【解決手段】電気コネクタ１０は、底部と側部と天部５
０，８０とで形成された貫通孔の一方側から挿入された
信号伝達部材の第１の信号端子、および、前記貫通孔の
他方側から挿入された信号伝達部材の第２の信号端子に
当接可能な導電性の部材であり、その一端が貫通孔内に
配置され、その他端が貫通孔の一方側の底部から外部に
向かって延びた、底部に接続された第１のコンタクトを
備える。また、電気コネクタ１０は、前記貫通孔の一方
側から挿入された信号伝達部材の第２の信号端子、およ
び、前記貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の
第１の信号端子に当接可能な導電性の部材であり、その
一端が貫通孔内に配置され、その他端が貫通孔の他方側
の底部から外部に向かって延びた、底部に接続された第
２のコンタクトを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性の平板状の底部と、
　前記底部の両端に、前記底部の幅広面に対して突出して配置された絶縁性の平板状の側
部と、
　平板状の部材であり、その幅広面が前記底部の幅広面に対向するようにして、その端部
が前記側部に接続された天部と、
　前記底部と前記側部と前記天部とで形成された貫通孔の一方側から挿入された信号伝達
部材の第１の信号端子群、および、前記貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の第
２の信号端子群に当接可能な導電性の部材であり、その一端が前記貫通孔内に配置され、
その他端が前記貫通孔の一方側の前記底部から外部に向かって延びた、前記底部に接続さ
れた第１のコンタクトと、
　前記貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の前記第２の信号端子群、および、前
記貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の前記第１の信号端子群に当接可能な導電
性の部材であり、その一端が前記貫通孔内に配置され、その他端が前記貫通孔の他方側の
前記底部から外部に向かって延びた、前記底部に接続された第２のコンタクトと、
　を備えることを特徴とする電気コネクタ。
【請求項２】
　前記第１のコンタクトは、前記貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の前記第１
の信号端子群、および、前記貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の、前記第１の
信号端子群とは異なる位置に配置された第２の信号端子群に当接可能であり、
　前記第２のコンタクトは、前記貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の前記第２
の信号端子群、および、前記貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の、前記第２の
信号端子群とは異なる位置に配置された前記第１の信号端子群に当接可能である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ。
【請求項３】
　前記天部は、前記貫通孔の一方側から信号伝達部材が挿入された際に前記貫通孔内に位
置する、信号伝達部材の両端に設けられている切り欠き部分、または、前記貫通孔の他方
側から信号伝達部材が挿入された際に前記貫通孔内に位置する、信号伝達部材の両端に設
けられている切り欠き部分に係止可能な、前記底部に向かって延びた、一対の鉤状の係止
部を備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ。
【請求項４】
　前記一対の係止部は、前記貫通孔に同時に挿入可能な信号伝達部材の数に応じて設けら
れている、
　ことを特徴とする請求項３に記載の電気コネクタ。
【請求項５】
　前記底部は、信号伝達部材が前記貫通孔に挿入された際に前記貫通孔内に位置する、信
号伝達部材の一方端に設けられている切り欠き部分に当接して、その信号伝達部材が挿入
方向へ移動することを規制する、前記底部の幅広面に対して突出して配置された仕切部を
備える、
　ことを特徴とする請求項４に記載の電気コネクタ。
【請求項６】
　前記仕切部は、前記貫通孔に同時に挿入可能な信号伝達部材の数に応じて、複数設けら
れている、
　ことを特徴とする請求項５に記載の電気コネクタ。
【請求項７】
　前記第１のコンタクトと前記第２のコンタクトとは、交互に、信号伝達部材の挿入方向
に対して垂直に、前記底部に配置されており、
　貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の前記第１の信号端子群、および、前記貫
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通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の前記第２の信号端子群に、前記第１のコンタ
クトが当接する箇所は、前記貫通孔の一方側よりも前記貫通孔の他方側の近くに位置し、
　前記貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の前記第２の信号端子群、および、前
記貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の前記第１の信号端子群に、前記第２のコ
ンタクトが当接する箇所は、前記貫通孔の他方側よりも前記貫通孔の一方側の近くに位置
する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ。
【請求項８】
　前記第１のコンタクトと前記第２のコンタクトとは、前記貫通孔に挿入された信号伝達
部材を弾性力で前記天部に押し当てるために、前記天部に向かって凸状に屈曲している、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ。
【請求項９】
　前記天部は、
　前記貫通孔の一方側から信号伝達部材が挿入された際に前記貫通孔内に位置する、信号
伝達部材の両端に設けられている切り欠き部分、または、前記貫通孔の他方側から信号伝
達部材が挿入された際に前記貫通孔内に位置する、信号伝達部材の両端に設けられている
切り欠き部分に係止可能な、前記底部に向かって延びた一対の鉤状の係止部を有し、且つ
、他の部材と係止可能に構成されたロック部を両端に有する、平板状のロック天部と、
　信号伝達部材が前記貫通孔に挿入された際に信号伝達部材が押し当てられる平板状の部
材であり、その両端には、外側部分が前記ロック部に係止可能であり、且つ、内側部分が
前記側部に接続可能であるロック被部を有し、そのロック被部の外側部分に前記ロック部
が係止された際に前記係止部を挿通するための孔が設けられているカバー天部と、を備え
る、
　ことを特徴とする請求項８に記載の電気コネクタ。
【請求項１０】
　前記天部は、
　金属製であり、
　信号伝達部材が前記貫通孔に挿入された際、前記天部に押し当てられた信号伝達部材の
接地端子に当接する突起状の接地部と、
　前記接地部に接続されており、且つ、前記電気コネクタが実装された実装部材の接地端
子に接続される接続部と、を備える、
　ことを特徴とする請求項８に記載の電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一方向からの基板の挿入に加えて、他方向からの基板の挿入を実現するコネクタとして
、例えば、特許文献１に記載の電気コネクタが知られている。
【０００３】
　この電気コネクタには、ハウジングの前方側から基板を挿入できる孔に加えて、ハウジ
ングの後方側から基板を挿入できる孔が、形成されている。そして、この電気コネクタは
、ハウジングの前方側から孔に挿入された基板と電気コネクタが実装された例えば基板と
の電気的接続を実現することに加え、ハウジングの後方側から孔に挿入された基板と電気
コネクタが実装された例えば基板との電気的接続も実現する。
【０００４】
　このように、別々の方向から基板を挿入できるので、この電気コネクタによれば、汎用
性が高い。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－１８９１８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載されている電気コネクタでは、孔の奥側に、一方の孔と他方の孔とを
隔てる壁が介在している。このため、この電気コネクタは、この壁の厚み分、基板の挿入
方向に長くなる。
【０００７】
　よって、特許文献１に記載されている電気コネクタでは、空間の有効利用が十分ではな
いという問題がある。
【０００８】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、更なる空間の有効利用が可能な電気
コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、この発明に係る電気コネクタは、
　絶縁性の平板状の底部と、
　底部の両端に、底部の幅広面に対して突出して配置された絶縁性の平板状の側部と、
　平板状の部材であり、その幅広面が底部の幅広面に対向するようにして、その端部が側
部に接続された天部と、
　底部と側部と天部とで形成された貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の第１の
信号端子群、および、貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の第２の信号端子群に
当接可能な導電性の部材であり、その一端が貫通孔内に配置され、その他端が貫通孔の一
方側の底部から外部に向かって延びた、底部に接続された第１のコンタクトと、
　貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の第２の信号端子群、および、貫通孔の他
方側から挿入された信号伝達部材の第１の信号端子群に当接可能な導電性の部材であり、
その一端が貫通孔内に配置され、その他端が貫通孔の他方側の底部から外部に向かって延
びた、底部に接続された第２のコンタクトと、
　を備えることを特徴とする。
【００１０】
　また第１のコンタクトは、貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の第１の信号端
子群、および、貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の、第１の信号端子群とは異
なる位置に配置された第２の信号端子群に当接可能であり、
　第２のコンタクトは、貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の第２の信号端子群
、および、貫通孔の他方側から挿入された信号伝達部材の、第２の信号端子群とは異なる
位置に配置された第１の信号端子群に当接可能である、
　ものでもよい。
【００１１】
　また、天部は、貫通孔の一方側から信号伝達部材が挿入された際に貫通孔内に位置する
、信号伝達部材の両端に設けられている切り欠き部分、または、貫通孔の他方側から信号
伝達部材が挿入された際に貫通孔内に位置する、信号伝達部材の両端に設けられている切
り欠き部分に係止可能な、底部に向かって延びた、一対の鉤状の係止部を備える、
　ものでもよい。
【００１２】
　また、一対の係止部は、貫通孔に同時に挿入可能な信号伝達部材の数に応じて設けられ
ている、
　ものでもよい。
【００１３】
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　また、底部は、信号伝達部材が貫通孔に挿入された際に貫通孔内に位置する、信号伝達
部材の一方端に設けられている切り欠き部分に当接して、その信号伝達部材が挿入方向へ
移動することを規制する、底部の幅広面に対して突出して配置された仕切部を備える、
　ものでもよい。
【００１４】
　また、仕切部は、貫通孔に同時に挿入可能な信号伝達部材の数に応じて、複数設けられ
ている、
　ものでもよい。
【００１５】
　また、第１のコンタクトと第２のコンタクトとは、交互に、信号伝達部材の挿入方向に
対して垂直に、底部に配置されており、
　貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の第１の信号端子群、および、貫通孔の他
方側から挿入された信号伝達部材の第２の信号端子群に、第１のコンタクトが当接する箇
所は、貫通孔の一方側よりも貫通孔の他方側の近くに位置し、
　貫通孔の一方側から挿入された信号伝達部材の第２の信号端子群、および、貫通孔の他
方側から挿入された信号伝達部材の第１の信号端子群に、第２のコンタクトが当接する箇
所は、貫通孔の他方側よりも貫通孔の一方側の近くに位置する、
　ものでもよい。
【００１６】
　また、第１のコンタクトと第２のコンタクトとは、貫通孔に挿入された信号伝達部材を
弾性力で天部に押し当てるために、天部に向かって凸状に屈曲している、
　ものでもよい。
【００１７】
　また、天部は、
　貫通孔の一方側から信号伝達部材が挿入された際に貫通孔内に位置する、信号伝達部材
の両端に設けられている切り欠き部分、または、貫通孔の他方側から信号伝達部材が挿入
された際に貫通孔内に位置する、信号伝達部材の両端に設けられている切り欠き部分に係
止可能な、底部に向かって延びた一対の鉤状の係止部を有し、且つ、他の部材と係止可能
に構成されたロック部を両端に有する、平板状のロック天部と、
　信号伝達部材が貫通孔に挿入された際に信号伝達部材が押し当てられる平板状の部材で
あり、その両端には、外側部分がロック部に係止可能であり、且つ、内側部分が側部に接
続可能であるロック被部を有し、そのロック被部の外側部分にロック部が係止された際に
係止部を挿通するための孔が設けられているカバー天部と、を備える、
　ものでもよい。
【００１８】
　また、天部は、
　金属製であり、
　信号伝達部材が貫通孔に挿入された際、天部に押し当てられた信号伝達部材の接地端子
に当接する突起状の接地部と、
　接地部に接続されており、且つ、電気コネクタが実装された実装部材の接地端子に接続
される接続部と、を備える、
　ものでもよい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の電気コネクタでは、貫通孔の一方側から信号伝達部材を挿入できることに加え
、貫通孔の他方側から信号伝達部材を挿入できる。ここで、本発明の電気コネクタでは、
貫通孔を仕切る壁（貫通孔を隔てる壁）がない。よって、信号伝達部材の挿入方向におけ
る電気コネクタの長さを短縮できる。従って、本発明によれば、電気コネクタの小型化が
可能であり、結果、更なる空間の有効利用が可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００２０】
【図１】（ａ）は、一方側から大型の基板が挿入された本発明の実施の形態に係る電気コ
ネクタの斜視図であり、（ｂ）は、他方側から大型の基板が挿入された本発明の実施の形
態に係る電気コネクタの斜視図であり、（ｃ）は、一方側および他方側から小型の基板が
挿入された電気コネクタの斜視図である。
【図２】（ａ）は、電気コネクタの分解斜視図であり、（ｂ）は、電気コネクタの組立後
の斜視図である。
【図３】（ａ）は、ベース部の斜視図であり、（ｂ）は、ベース部の正面図であり、（ｃ
）は、ベース部の下面図である。
【図４】第１のコンタクトの斜視図である。
【図５】（ａ）は、カバー天部の斜視図であり、（ｂ）は、カバー天部の正面図であり、
（ｃ）は、カバー天部の側面図である。
【図６】（ａ）は、ロック天部の斜視図であり、（ｂ）は、ロック天部の正面図であり、
（ｃ）は、ロック天部の側面図である。
【図７】（ａ）は、電気コネクタの正面図であり、（ｂ）は、Ａ－Ａ線における断面図で
あり、（ｃ）は、Ｂ－Ｂ線における断面図である。
【図８】（ａ）は、一方側から大型の基板が挿入された場合の電気コネクタの上面図であ
り、（ｂ）は、Ｃ－Ｃ線における断面図であり、（ｃ）は、Ｄ－Ｄ線における断面図であ
り、（ｄ）は、Ｅ－Ｅ線における断面図である。
【図９】（ａ）は、他方側から大型の基板が挿入された場合の電気コネクタの上面図であ
り、（ｂ）は、Ｆ－Ｆ線における断面図であり、（ｃ）は、Ｇ－Ｇ線における断面図であ
り、（ｄ）は、Ｈ－Ｈ線における断面図である。
【図１０】（ａ）は、別の構成のカバー天部の斜視図であり、（ｂ）は、別の構成のカバ
ー天部の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態に係る電気コネクタ１０を、図面を参照して説明する。なお
、各図において、電気コネクタ１０の短手方向をｘ軸方向、長手方向をｙ軸方向、高さ方
向をｚ軸方向とする直交座標系を設定し、適宜参照する。また、各軸の矢印方向を＋（プ
ラス）で示し、その反対方向を－（マイナス）で示す。
【００２２】
　電気コネクタ１０は、図１（ａ）に示すように、電気コネクタ１０に形成された貫通孔
の幅と略同一の幅の大型の基板Ｂｋ（ＦＰＣ（Flexible Printed Circuits）、或いはＦ
ＦＣ（Flexible Flat Cable））を、第一の方向（＋ｘ方向）に挿入可能である。言い換
えれば、電気コネクタ１０は、貫通孔の一方側から、大型の基板Ｂｋを挿入可能である。
【００２３】
　また、電気コネクタ１０は、図１（ｂ）に示すように、大型の基板Ｂｋを、第一の方向
（＋ｘ方向）に対して反対の第二の方向（－ｘ方向）にも、挿入可能である。言い換えれ
ば、電気コネクタ１０は、貫通孔の他方側からも、大型の基板Ｂｋを挿入可能である。
【００２４】
　更に、電気コネクタ１０は、図１（ｃ）に示すように、貫通孔の幅の約半分の幅の小型
の基板Ｓｋ（ＦＰＣ、或いはＦＦＣ）を、電気コネクタ１０に形成された貫通孔の一方側
で、且つ、後述する仕切部２５（図２（ａ）参照）を境界として、ｙの値が大きい方の開
口部分から挿入した状態で、更に、貫通孔の他方側で、且つ、仕切部２５を境界として、
ｙの値が小さい方の開口部分から、小型の基板Ｓｋを挿入可能である。
【００２５】
　電気コネクタ１０は、図２（ａ）に示すように、ベース部２０とカバー天部５０とロッ
ク天部８０とを備える。ベース部２０とカバー天部５０とロック天部８０とは、基板を挿
入するための貫通孔を形成する。
【００２６】
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　ベース部２０には、図２（ｂ）に示すように、カバー天部５０が係止される。カバー天
部５０には、ロック天部８０が係止される。
【００２７】
　ベース部２０は、図３（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、平板状の底部２１と、そ
の底部２１の両端に設けられた側部２２とを備える。
【００２８】
　また、ベース部２０は、底部２１の一方側から一端が外部に露出した第１のコンタクト
２３と、底部２１の他方側から一端が外部に露出した第２のコンタクト２４とを備える。
そして、ベース部２０は、底部２１の幅広面Ｓａに配置された仕切部２５と、を備える。
【００２９】
　底部２１は、絶縁性の壁部（例えば、プラスチック製の壁部）から構成される。底部２
１には、仕切部２５を挟んだ２つの開口が設けられている。それぞれの開口から、第１の
コンタクト２３の一部と第２のコンタクト２４の一部とが突出している。この突出部分が
、貫通孔に挿入された基板Ｂｋ，Ｓｋの信号端子Ｋａ，Ｋｂ（図１参照）に当接する。
【００３０】
　側部２２は、絶縁性の平板（例えば、プラスチック製の平板）である。側部２２は、底
部２１の幅広面Ｓａに対して突出して、底部２１の両端に配置されている。側部２２には
、カバー天部５０が係止される。
【００３１】
　第１のコンタクト２３と第２のコンタクト２４とは、導電性の部材（例えば、導線等）
である。第１のコンタクト２３と第２のコンタクト２４とは、底部２１において、基板Ｂ
ｋ，Ｓｋの幅方向に、交互に配置されている。第１のコンタクト２３と第２のコンタクト
２４とは、例えば、インサート成形によって、底部２１に固定されている。
【００３２】
　第１のコンタクト２３は、その一部が、底部２１の一方側に接続されている。そして、
第１のコンタクト２３は、その一端側が貫通孔内に配置され、その他端側が貫通孔の一方
側の底部２１から外部に向かって延びている。
【００３３】
　第１のコンタクト２３は、貫通孔の一方側から挿入された基板Ｂｋ，Ｓｋの信号端子Ｋ
ａ，Ｋｂ（図１参照）のうち、基板Ｂｋ，Ｓｋの一端側に設けられた第１の信号端子Ｋａ
に当接可能である。第１の信号端子Ｋａの全てからなる集合は、特許請求の範囲に記載の
、第１の信号端子群の例示である。
【００３４】
　また、第１のコンタクト２３は、貫通孔の他方側から挿入された基板Ｂｋ，Ｓｋの信号
端子Ｋａ，Ｋｂ（図１参照）のうち、基板Ｂｋ，Ｓｋの一端側から離れて設けられた第２
の信号端子Ｋｂに当接可能である。
【００３５】
　上述のように、第２の信号端子Ｋｂは、基板Ｂｋ，Ｓｋの一端側から離れて設けられて
いる。一方、第１の信号端子Ｋａは、基板Ｂｋ，Ｓｋの一端側に設けられている。このた
め、第２の信号端子Ｋｂの全てからなる集合は、第１の信号端子Ｋａの全てからなる集合
とは異なる位置に配置されている。この第２の信号端子Ｋｂの全てからなる集合は、特許
請求の範囲に記載の、第２の信号端子群の例示である。
【００３６】
　第２のコンタクト２４は、その一部が、底部２１の他方側に接続されている。そして、
第２のコンタクト２４は、その一端側が貫通孔内に配置され、その他端側が貫通孔の他方
側の底部２１から外部に向かって延びている。
【００３７】
　第２のコンタクト２４は、貫通孔の他方側から挿入された基板Ｂｋ，Ｓｋの信号端子Ｋ
ａ，Ｋｂ（図１参照）のうち、基板Ｂｋ，Ｓｋの一端側に設けられた第１の信号端子Ｋａ
に当接可能である。
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【００３８】
　また、第２のコンタクト２４は、貫通孔の一方側から挿入された基板Ｂｋ，Ｓｋの信号
端子Ｋａ，Ｋｂ（図１参照）のうち、基板Ｂｋ，Ｓｋの一端側から離れて設けられた第２
の信号端子Ｋｂに当接可能である。
【００３９】
　第１のコンタクト２３は、図４に示すように、他端側から一端側に向かうに連れて（＋
ｘ方向に進むに連れて）、＋ｚ方向に傾斜する。この傾斜は、電気コネクタ１０が組み立
てられた際、カバー天部５０に近づく傾斜を形成する。なお、第２のコンタクト２４も、
第１のコンタクト２３と同じ形状である。
【００４０】
　このため、第１のコンタクト２３および第２のコンタクト２４は、貫通孔に挿入された
基板Ｂｋ，Ｓｋを弾性力でカバー天部５０に押し当てることができる。
【００４１】
　また、第１のコンタクト２３および第２のコンタクト２４は、その一端側が、＋ｚ方向
に向かって凸状に屈曲している。この凸状部分が、電気コネクタ１０が組み立てられた際
、底部２１の開口から突出し、カバー天部５０を向く。
【００４２】
　このため、第１のコンタクト２３および第２のコンタクト２４は、貫通孔に挿入された
基板Ｂｋ，Ｓｋの信号端子Ｋａ，Ｋｂに、凸状部分を当接させることができる。
【００４３】
　このように、第１のコンタクト２３および第２のコンタクト２４は、貫通孔に挿入され
た基板Ｂｋ，Ｓｋを弾性力でカバー天部５０に押し当てることができ、更には、貫通孔に
挿入された基板Ｂｋ，Ｓｋの信号端子Ｋａ，Ｋｂに凸状部分を当接させることができる。
【００４４】
　よって、第１のコンタクト２３および第２のコンタクト２４は、挿入された基板Ｂｋ，
Ｓｋの移動を規制できる上に、その基板Ｂｋ，Ｓｋの信号端子Ｋａ，Ｋｂとの電気的な接
続を確実に実現できる。
【００４５】
　また、底部２１の幅広面Ｓａの略中央部分（底部２１の長手方向の略中央部分）には、
幅広面Ｓａに対して突出し、ｘ軸方向に伸びるように配置された仕切部２５が設けられて
いる。この仕切部２５は、絶縁性の壁部（例えば、プラスチック製の壁部）で形成されて
いる。仕切部２５は、基板Ｂｋ，Ｓｋが貫通孔に挿入された際、基板Ｂｋ，Ｓｋに当接す
る。
【００４６】
　詳細には、仕切部２５は、基板Ｂｋ，Ｓｋが貫通孔に挿入された際、その基板Ｂｋ，Ｓ
ｋの一方端（貫通孔内に位置する一方端）に設けられている切り欠き部分（図１のＨａ部
分）に当接する。この当接により、仕切部２５は、基板Ｂｋ，Ｓｋが挿入方向へ、更に移
動することを規制する。
【００４７】
　この仕切部２５は、貫通孔に同時に挿入可能な小型の基板Ｓｋの数に応じて、複数設け
られている。本実施の形態の電気コネクタ１０では、貫通孔に同時に挿入可能な小型の基
板Ｓｋの数は２である。このため、仕切部２５は、２つの小型の基板Ｓｋの挿入方向への
移動を規制できる数、即ち、１つ、底部２１に設けられている。
【００４８】
　また、仕切部２５には、例えば図７（ａ）に示すように、爪状の部材を引っ掛けて、そ
の爪状の部材を係止可能な係止壁２５ａが設けられている。この係止壁２５ａには、電気
コネクタ１０が組み立てられた際、後述する、カバー天部５０の爪部５１が係止される。
【００４９】
　カバー天部５０は、貫通孔に基板Ｂｋ，Ｓｋが挿入された際、その基板Ｂｋ，Ｓｋが押
し当てられる平板状の部材である。カバー天部５０は、例えば金属板で形成されている。
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カバー天部５０は、図５（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、その中央部分に、係止壁
２５ａに係止可能に構成された爪部５１が設けられている。爪部５１は、金属板が折り曲
げられて形成されている。爪部５１の、＋ｙ方向および－ｙ方向から視た側面は、略Ｌ字
状である（図７（ａ）参照）。
【００５０】
　また、カバー天部５０の両端には、外側部分がロック天部８０に係止可能であり、且つ
、内側部分が側部２２に接続可能であるロック被部５２が設けられている。ロック被部５
２は、金属板が折り曲げられて形成されている。ロック被部５２の、＋ｘ方向および－ｘ
方向から視た側面は、略Ｊ字状である（図５（ｂ）参照）。
【００５１】
　この略Ｊ字状の部分（ロック被部５２の内側部分）が、側部２２を掴むようにして、側
部２２に接続され、更には、爪部５１が係止壁２５ａに係止すると、カバー天部５０とベ
ース部２０との係止が完了する。このとき、カバー天部５０の幅広面Ｓｂは、底部２１の
幅広面Ｓａに対向する。
【００５２】
　ロック被部５２には、図５（ａ），（ｃ）に示すように、ロック被部５２の外側部分に
ロック天部８０が取り付けられた際、そのロック天部８０に設けられている突起と係止す
るための係止孔５２ａが設けられている。
【００５３】
　また、図５（ａ）に示すように、ロック被部５２の外側部分にロック天部８０が取り付
けられた際に、そのロック天部８０に設けられた係止部（挿入された基板Ｂｋ，Ｓｋを係
止するための機構）を挿通できるよう、挿通孔５３が、カバー天部５０の幅広面Ｓｂに設
けられている。
【００５４】
　ロック被部５２の外側部分に取り付けられるロック天部８０は、貫通孔内に挿入された
基板Ｂｋ，Ｓｋを係止するための部材である。ロック天部８０は、例えば金属板で形成さ
れている。ロック天部８０は、図６（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、係止部８１を
有する。係止部８１は、一対である。
【００５５】
　一対の係止部８１は、ロック被部５２の外側部分にロック天部８０が取り付けられ、更
には、ロック被部５２の内側部分に側部２２が接続された際、底部２１に向かって延びた
形状になるよう、ロック天部８０に設けられている。
【００５６】
　一対の係止部８１は、弾性金属板が折り曲げられて形成されている。係止部８１の、＋
ｘ方向および－ｘ方向から視た側面は、略Ｊ字状である。つまり、係止部８１は、鉤状で
ある（図６（ｂ）参照）。
【００５７】
　一対の係止部８１は、前述の通り、弾性金属板で形成されている。よって、係止部８１
は、＋ｚ方向および－ｚ方向に揺動可能である。
【００５８】
　一対の係止部８１は、貫通孔の一方側から基板Ｂｋ，Ｓｋが挿入された場合、その貫通
孔内に位置する、基板Ｂｋ，Ｓｋの両端に設けられている切り欠き部分（図１のＨｂ部分
）あるいは、透孔に係止可能である。
【００５９】
　また、一対の係止部８１は、貫通孔の他方側から基板Ｂｋ，Ｓｋが挿入された場合、そ
の貫通孔内に位置する、基板Ｂｋ，Ｓｋの両端に設けられている切り欠き部分（図１のＨ
ｂ部分）あるいは、透孔に係止可能である。
【００６０】
　即ち、一対の係止部８１は、基板Ｂｋ，Ｓｋが貫通孔の一方側から挿入されても、或い
は、基板Ｂｋ，Ｓｋが貫通孔の他方側から挿入されても、基板Ｂｋ，Ｓｋを係止可能であ
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る。
【００６１】
　この一対の係止部８１は、貫通孔に同時に挿入可能な小型の基板Ｓｋの数に応じて設け
られている。本実施の形態の電気コネクタ１０では、貫通孔に同時に挿入可能な小型の基
板Ｓｋの数は２であるので、一対の係止部８１が２組、ロック天部８０に設けられている
。
【００６２】
　また、ロック天部８０の両端には、ロック被部５２の外側部分にロック天部８０を係止
可能にするロック部８２が設けられている。ロック部８２は、ロック天部８０の幅広面Ｓ
ｃに対して突出して配置された平板状の部材である。
【００６３】
　ロック部８２は、図６（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、金属片が内部に折り曲げ
られて形成された突起８２ａを有する。この突起８２ａが、カバー天部５０の係止孔５２
ａに係止すると、ロック天部８０とカバー天部５０との係止が完了する。
【００６４】
　上述したベース部２０とカバー天部５０とロック天部８０との係止が完了し、完成状態
になった電気コネクタ１０の正面図を、図７（ａ）に示す。
【００６５】
　完成状態の電気コネクタ１０では、図７（ｂ）（図７（ａ）のＡ－Ａ線における断面図
）に示すように、カバー天部５０の爪部５１が、ベース部２０の係止壁２５ａに係止され
ている。また、図７（ａ）に示すように、ロック被部５２の内側部分が、ベース部２０の
側部２２に接続されている。このため、ベース部２０とカバー天部５０とは強固に係止さ
れる。
【００６６】
　ここで、図７（ｃ）（図７（ａ）のＢ－Ｂ線における断面図）に示すように、第１のコ
ンタクト２３が、貫通孔の一方側から挿入された小型の基板Ｓｋの第１の信号端子Ｋａに
当接する箇所は、貫通孔の一方側よりも貫通孔の他方側の近くに位置している。
【００６７】
　一方、第２のコンタクト２４が、貫通孔の他方側から挿入された小型の基板Ｓｋの第１
の信号端子Ｋａに当接する箇所は、貫通孔の他方側よりも貫通孔の一方側の近くに位置し
ている。
【００６８】
　即ち、貫通孔の一方側から挿入された小型の基板Ｓｋの第１の信号端子Ｋａに、第１の
コンタクト２３が当接する箇所と、貫通孔の他方側から挿入された小型の基板Ｓｋの第１
の信号端子Ｋａに、第２のコンタクト２４が当接する箇所とは、共に、小型の基板Ｓｋの
挿入方向の奥側になる。
【００６９】
　このため、電気コネクタ１０によれば、貫通孔の一方側に加えて、貫通孔の他方側から
も小型の基板Ｓｋが挿入された場合において、貫通孔内の小型の基板Ｓｋ同士を、小型の
基板Ｓｋの挿入方向上で（ｘ軸上で）、重ならせることができる。
【００７０】
　この重なりは、貫通孔を仕切る壁（貫通孔を隔てる壁）が、電気コネクタ１０に無いこ
とで実現可能になる。よって、電気コネクタ１０によれば、電気コネクタ１０のｘ軸方向
の長さを短縮化でき、結果、電気コネクタ１０の小型化が可能である。
【００７１】
　なお、貫通孔の一方側から小型の基板Ｓｋが挿入された場合、その小型の基板Ｓｋの第
１の信号端子Ｋａと第１のコンタクト２３とが接続し、その小型の基板Ｓｋの第２の信号
端子Ｋｂと第２のコンタクト２４とが接続することで、貫通孔の一方側から挿入された小
型の基板Ｓｋと電気コネクタ１０とが電気的に接続される。
【００７２】
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　また、貫通孔の他方側から小型の基板Ｓｋが挿入された場合、その小型の基板Ｓｋの第
１の信号端子Ｋａと第２のコンタクト２４とが接続し、その小型の基板Ｓｋの第２の信号
端子Ｋｂと第１のコンタクト２３とが接続することで、貫通孔の他方側から挿入された小
型の基板Ｓｋと電気コネクタ１０とが電気的に接続される。
【００７３】
　次に、大型の基板Ｂｋを、貫通孔の例えば一方側から電気コネクタ１０に挿入した場合
を、図８（ａ）～（ｄ）に示す。図８（ａ）に示すように、貫通孔の一方側から大型の基
板Ｂｋが挿入されると、挿入された大型の基板Ｂｋの切り欠き部分（図１のＨａ部分）が
仕切部２５に当接する。
【００７４】
　このとき、図８（ｂ）（図８（ａ）のＣ－Ｃ線における断面図）に示すように、基板の
切り欠き部分（図１のＨｂ部分）に係止部８１が係止する。
【００７５】
　このとき、図８（ｃ）（図８（ａ）のＤ－Ｄ線における断面図）に示すように、第１の
コンタクト２３が大型の基板Ｂｋの挿入方向の奥側（貫通孔の他方側）にある第１の信号
端子Ｋａに接続される。また、図８（ｄ）（図８（ａ）のＥ－Ｅ線における断面図）に示
すように、第２のコンタクト２４が大型の基板Ｂｋの挿入方向の手前側（貫通孔の一方側
）にある第２の信号端子Ｋｂに接続される。このようにして、電気コネクタ１０と挿入さ
れた大型の基板Ｂｋとが電気的に接続される。
【００７６】
　なお、電気コネクタ１０から大型の基板Ｂｋを抜去する際、ユーザは、挿入方向とは逆
方向に、大型の基板Ｂｋを移動させればよい。これにより、基板の切り欠き部分と係止部
８１との係止が解除され、電気コネクタ１０から大型の基板Ｂｋを抜去することができる
。
【００７７】
　次に、大型の基板Ｂｋを、貫通孔の例えば他方側から電気コネクタ１０に挿入した場合
を、図９（ａ）～（ｄ）に示す。図９（ａ）に示すように、貫通孔の他方側から大型の基
板Ｂｋが挿入されると、挿入された大型の基板Ｂｋの切り欠き部分（図１のＨａ部分）が
仕切部２５に当接する。
【００７８】
　このとき、図９（ｂ）（図９（ａ）のＦ－Ｆ線における断面図）に示すように、大型の
基板Ｂｋの切り欠き部分（Ｈｂ部分）に係止部８１が係止する。このとき、図９（ｃ）（
図９（ａ）のＧ－Ｇ線における断面図）に示すように、第２のコンタクト２４が大型の基
板Ｂｋの挿入方向の奥側（貫通孔の一方側）にある第１の信号端子Ｋａに接続される。ま
た、図９（ｄ）（図９（ａ）のＨ－Ｈ線における断面図）に示すように、第１のコンタク
ト２３が大型の基板Ｂｋの挿入方向の手前側（貫通孔の他方側）にある第２の信号端子Ｋ
ｂに接続される。
【００７９】
　ここで、前述の通り、貫通孔の一方側から大型の基板Ｂｋが挿入された場合には、第１
のコンタクト２３が大型の基板Ｂｋの挿入方向の奥側（貫通孔の他方側）にある第１の信
号端子Ｋａに当接する。一方、貫通孔の他方側から大型の基板Ｂｋが挿入された場合には
、第２のコンタクト２４が大型の基板Ｂｋの挿入方向の奥側（貫通孔の一方側）にある第
１の信号端子Ｋａに当接する。
【００８０】
　よって、貫通孔の他方側から挿入された場合における大型の基板Ｂｋの位置と、貫通孔
の一方側から挿入された場合における大型の基板Ｂｋの位置とが、大型の基板Ｂｋの挿入
方向上で（ｘ軸上で）、重なっている。
【００８１】
　この重なりは、貫通孔を仕切る壁（貫通孔を隔てる壁）が、電気コネクタ１０に無いこ
とで実現可能になる。よって、電気コネクタ１０のｘ軸方向の長さを短縮化でき、結果、
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電気コネクタ１０の小型化が可能である。
【００８２】
　以上、上述した通り、本実施の形態の電気コネクタ１０では、小型の基板Ｓｋが挿入さ
れた際、貫通孔の一方側から挿入された小型の基板Ｓｋと貫通孔の他方側から挿入された
小型の基板Ｓｋとを、小型の基板Ｓｋの挿入方向上で（ｘ軸上で）、重ならせることがで
きる。
【００８３】
　また、本実施の形態の電気コネクタ１０では、大型の基板Ｂｋが挿入された際、貫通孔
の一方側から挿入された場合における大型の基板Ｂｋの位置と、貫通孔の他方側から挿入
された場合における大型の基板Ｂｋの位置とを、大型の基板Ｂｋの挿入方向上で（ｘ軸上
で）、重ねることができる。
【００８４】
　よって、本実施の形態の電気コネクタ１０によれば、電気コネクタ１０の小型化を可能
にし、結果、空間の有効利用が可能である。
【００８５】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、この発明は上述の実施の形態に限定されず、
種々の変形および応用が可能である。
【００８６】
　上述したカバー天部５０に代えて、図１０（ａ），（ｂ）に示すカバー天部９０を、電
気コネクタ１０に適用してもよい。
【００８７】
　カバー天部９０は、金属製である。カバー天部９０は、カバー天部５０の構成に加えて
、次の構成を有する。即ち、カバー天部９０は、基板Ｂｋ，Ｓｋが貫通孔に挿入された際
、カバー天部９０に押し当てられた基板Ｂｋ，Ｓｋの接地端子（信号端子Ｋａ，Ｋｂが設
けられた面とは逆の面に設けられたグランド端子）に当接する突起状の接地部５４を有す
る。
【００８８】
　また、カバー天部９０は、接地部５４に接続されており、且つ、電気コネクタ１０が実
装された基板の接地端子（グランド端子）に接続される接続部５５を有する。接続部５５
は、断面が略Ｌ字状の部材であり、その一端がロック被部５２の端部に連結されている。
この接続部５５の他端側は、接地端子に例えばハンダ付けされる。
【００８９】
　接続部５５が接地端子に接続され、基板Ｂｋ，Ｓｋが貫通孔に挿入されると、基板Ｂｋ
，Ｓｋの接地端子と電気コネクタ１０が実装された基板の接地端子とを、接地部５４を介
して、電気的に接続することができる。
【００９０】
　本発明は、本発明の広義の精神と範囲を逸脱することなく、様々な実施形態及び変形が
可能とされるものである。また、上述した実施形態は、本発明を説明するためのものであ
り、本発明の範囲を限定するものではない。すなわち、本発明の範囲は、上述した実施形
態ではなく、請求の範囲によって示される。そして、請求の範囲内およびそれと同等の発
明の意義の範囲内で施される様々な変形が、本発明の範囲内とみなされる。
【符号の説明】
【００９１】
１０　電気コネクタ、２０　ベース部、２１　底部、２２　側部、２３　第１のコンタク
ト、２４　第２のコンタクト、２５　仕切部、２５ａ　係止壁、５０，９０　カバー天部
、５１　爪部、５２　ロック被部、５２ａ　係止孔、５３　挿通孔、５４　接地部、５５
　接続部、８０　ロック天部、８１　係止部、８２　ロック部、８２ａ　突起、Ｂｋ　大
型の基板、Ｋａ　第１の信号端子、Ｋｂ　第２の信号端子、Ｓａ，Ｓｂ，Ｓｃ　幅広面、
Ｓｋ　小型の基板。
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